
  

 

 

 

 

 

 

４月１日から開催されているＮＩＮＪＡフェスタ 

震災の影響も有りますが土・日曜日には町中忍者で賑

わっています。忍者に変身して 子供さんとまちかど

ウオークしてみませんか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        上野西部地区自治会連絡協議会 

３月２２日(火)１９：３０ 上野西部公民館に於いて 

上野西部地区の自治会長が集まり開催されました。  

会長から現況報告の後 ２３年度より住民自治協議会

へ移行する 自治会特別部会の運営方針について話し

合われ、 市と締結する『まちづくりに関する基本協

定書 (協働で取り組む必須２０項目 )』とそれに伴う 地域包括交付金の取扱いについて 

討議されました。他に 東日本大震災義援金とＮＩＮＪＡフェスタへの協力依頼、一斉清

掃・自治会連合会表彰等の連絡事項が有りました。  
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上野西部地区の人口 世帯数 1,566 人口 3,565 人(内男 1,706・女 1,859) 23.2.28 現在 

災害時要援護者避難支援プランに係る地区別説明会 

開催日 平成２３年４月２５日 (月) 午後 ７時３０分から 

場 所 伊賀市役所 北庁舎 ２１会議室 

対象者 住民自治協議会の役員等の皆様方・自治会・民生委員・児童委員  

    自主防災組織の皆様方 など 

  ※上野西部地区住民自治協議会・上野南部地区住民自治協議会  

“せいぶ”４月号でお知らせしました。 

４月２５日の 天神さんの春祭り行列は 中止になりま

した。 



 

 

 

 

伊賀市では、３月１１日 東北太平洋沖で起きた 

強い地震により、被害を受けた人達のために日本赤 

十字社を通じて、救援金を送りたいと思います。 

 皆様のご協力をお願いいたします。 上野西部地 

区市民センターに募金箱を設置しています。合わせて 

救援物資の受け入れ(取次)も 行っています。タオル 

石鹸・ボックスティッシュ・カイロなど沢山届いて 

います。 上野西部公民館で 活動中のサークルの 

皆様からも義援金に協力して頂いております。 

 

 

 

 

往古川の水をきれいにしよう会 

 ３月２６日(土) 小雪が飛ぶ春寒い日でしたが 上野東

部・南部・西部と木興地区の皆さん３５名の参加を得て 往

古川(おもがわ)堤防周辺の清掃を行いました。 

 今年度は 上流部が浚渫清掃された為 比較的ごみが少

なかったが 下流部は菓子類の包装材やポリ袋類が多数回

収されました。各町の下水道へのごみ投棄混入や不法投棄

に注意してください。 

  

 



上野西部地区   

住民自治協議会 

 

 

３月２１日 上野ふれ

あいプラザにて 健康の

駅・上野西部地区住民自

治協議会の共催で健康教

室が開かれました。当日はあいにくの雨でしたが ５０余

名方々が参加されました。伊賀市から２名の保険師を迎え

て 健康相談や血圧測定等色んな健康度測定を行いました。

又 保険師さんによる 転倒事故防止について 体操を交

えた講話を聞きました。 

骨密度や血管年齢の測定などの結果を参考に 

これからの健康維持に役立ててください。 

会場には 地震災害義援金募集箱が置かれ 

多くの協力を得ました。 

 

 

 

 

健康長寿の秘訣 

○病気を予防する 

○転ばない(骨折ケガ) 

○しつかりと物を噛む     

等 

 

転倒防止のお話の中で 

左側の絵を参考に足元の

くつのチェックを行いま

した。 

皆さんも転倒防止対策を

今一度考えてみてはいか

がですか。 
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